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は負の相関関係がみられた(r = -0.641、P<0.01)。 
 苦みを筆頭に、酸味、塩味、甘味、コントロールと脳活動変化量が小さくな
る傾向があった。苦味や酸味を持つ食物は人体に害を持つ傾向がある。このよ
うな、人体に対して危険や不利益となる可能性がある味覚ほど脳活動変化量が
大きくなる傾向が示された。以上のことより、味覚刺激時の脳活動状態を計測
することにより、味覚情報を客観的に評価できる可能性が示唆された。 
 
 
